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NEWS LETTER No.213 2024.11 

               紹介内容（10/1～10/31）                 

 

１．みやぎの農業を担う次代の人材育成と革新技術の活用等による生産基盤の強化 

 
① 先進的経営体等の育成及び経営の安定化・高度化支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 〇 仙 台農改：仙台産いちごのスイーツカフェがグランドオープンしました  

 〇 気仙沼農改：サンフレッシュ小泉農園が「みやぎ園芸大賞」を受賞しました  

〇 登 米農改：米川地区担い手法人設立に向けた発起人会が開催されました  

 〇 石 巻農改：「初心者歓迎！みんなの農業機械セミナー」を開催しました  

 

② 新たな担い手の確保・育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

〇 登 米農改：みやぎ農業未来塾(Ａコース)を開催しました 

 〇 大河原農改：みやぎ農業未来塾「先進農業経営体相互研修会」を開催しました  

 〇 栗 原農改：先進農業体験学習が無事終わりました 

 〇 仙 台農改：農業大学校の令和６年度先進農業体験学習の終了式が行われました  

 〇 登 米農改：宮城県農業大学校の先進農業体験学習が終了しました  

 〇 亘 理農改：農業大学校の先進農業体験学習終了式が開催されました 

 〇 石 巻農改：宮城県農業大学校生 33 日間の先進農家体験学習無事終える！ 

 〇 石 巻農改：みやぎ農業未来塾「石巻地域の農業紹介講座 Part2」を開催しました  

 〇 石 巻農改：令和６年度石巻農業士会・石巻地区４Ｈクラブ交流会  

 

③ 先端技術等の推進・普及による経営効率化・省力化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

〇 美 里農改：スマート農機とほ場管理システムの活用により水田農業を「見える化」！  

〇 農業振興課：令和 6 年度宮城県田んぼダム・アグリテックシンポジウムを開催しました 

 

④ 園芸産地の育成・強化支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

 〇 仙 台農改：ＪＡ新みやぎあさひなねぎ部会で視察研修会が開催されました 

 〇 石 巻農改：北限のオリーブ初搾り！ 

 〇 気仙沼農改：南三陸大粒ぶどう協議会による「しおかぜ葡萄」の販売会が開催されました  

 〇 亘 理農改：ゆきな栽培講習会が開催されました 

 〇 登 米農改：秋まき直播たまねぎの栽培実証が行われました  

 〇 亘 理農改：ＪＡ名取岩沼ハウス胡瓜部会 促成胡瓜栽培講習会が開催されました 

 〇 気仙沼農改：令和６年産 枝もの用クロマツの収穫が始まりました 

 〇 気仙沼農改：気仙沼合庁地場産品直売会に（株）サンフレッシュ小泉農園、南三陸大粒ぶどう協議会  

が出店しました 

 〇 登 米農改：ＪＡみやぎ登米米山イチゴ部会現地検討会・農薬講習会が開催されました！ 

 

 ⑤ 収益性の高い水田農業・畜産経営の展開支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

 〇 気仙沼農改：「港町玄米」の収穫が始まりました 

 〇 気仙沼農改：南三陸米図画コンクール表彰式と新米試食会が開催されました  
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 〇 大河原農改：ＷＣＳ用稲「リーフスター」を収穫しました 

 〇 栗 原農改：水稲品種「にじのきらめき」現地検討会が開催されました  

 

 

２．多彩な「なりわい」の創出や多様な人材・機関との連携による持続可能な農業・農村の構築 
 

① 地域資源の活用等による地域農業の維持・発展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

〇 大 崎農改：今年初！色麻町特産えごまの収穫が行われました  

〇 気仙沼農改：酒米サポーターズクラブの稲刈りが行われました 

〇 亘 理農改：「なとり・ぐるっと親子講座 稲刈体験」が開催されました 

〇 亘 理農改：「地域計画策定に係る情報交換会」を開催しました  

〇 栗 原農改：栗原市金成有壁地区で稲刈り体験が開催されました  

〇 大 崎農改：色麻町えごま品種比較試験の現地検討を行いました  

〇 大 崎農改：加美町の若手農業者による地域活性化イベント「カミヤングイチ」が開催されました  

〇 気仙沼農改：地域計画策定に係る関係機関の検討会が開催されました 

 

② 環境に配慮した持続可能な農業生産・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

〇 登 米農改：秋晴れの下、「グリーンな栽培体系」について紹介しました  
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１．人材育成・生産基盤の強化  
 
①先進的経営体等の育成及び経営の安定化・高

度化支援 
 

○仙台産いちごのスイーツカフェがグランドオープ
ンしました 
令和６年１０月３日  
仙台農業改良普及センター 

 

 株式会社ベリープラネット（仙台市若林区、代表取

締役 深沼陽一氏）は、県事業を活用し、仙台市若林

区上飯田地区の仙台ハーベストビレッジ※内に、新

たにいちごスイーツのカフェをオープンしました。 

ベリープラネットは、令和４年から仙台ハーベス

トビレッジの隣接したハウスでいちご生産を開始し

ており、いちごの栽培に関しては、山元町で長年培っ

た技術と実績から品質が高く、生産したいちごは県

内や首都圏などの多くのパティシエや料理人から好

評を得ています。 

 今回開業したカフェでは、これまで既存店舗で販

売していた「いち氷」やいちごの和スイーツに加えパ

イなど洋風スイーツのほか、新たに山元町で生産に

チャレンジした「さつまいも」を使用したスイーツも

提供し、地域の農産物を味わっていただき、農業の魅

力を発信していくこととしています。 

 普及センターでは、各種の補助事業の活用や専門

家派遣などを組み合わせながら、６次産業化の取組

を引き続き支援してまいります。 

 

※ 仙台ハーベストビレッジ 

 仙台市東部地区の農業復興振興を目的とした「農

と食のフロンティアプロジェクト」により民間が主

体となって農産物販売等の施設として整備したもの

です。 

 

 

○サンフレッシュ小泉農園が「みやぎ園芸大賞」を
受賞しました 
令和６年１０月８日  
気仙沼農業改良普及センター 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年８月 30 日に、ＪＡビル宮城にて令和６年

度宮城県園芸振興大会が開催され、当管内の農業法

人である株式会社サンフレッシュ小泉農園が「みや

ぎ園芸大賞」を受賞しました。 

 「みやぎ園芸大賞」とは、平成 30 年度から始まっ

た宮城県独自の表彰制度で、本県園芸産出額の向上

に寄与する取組を称えるものです。 

 受賞された株式会社サンフレッシュ小泉農園の今

野代表取締役は、「トマトの栽培を始め、今年で 10 期

目となる。GLOBALG.A.P 認証取得による生産・労務管

理の改善、太陽光発電システム導入による環境負荷

低減等、これまでの取組が評価されたものだと思う。

今後は課題である夏季の高温対策に取り組み、収量

向上を目指し努力していきたい。」と受賞者あいさつ

で話されました。 

 普及センターでは、今後も園芸産出額倍増に向け

て気仙沼地域の園芸振興を推進してまいります。 

 

 

○米川地区担い手法人設立に向けた発起人会が
開催されました 
令和６年１０月９日  
登米農業改良普及センター 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 登米市東和町の米川地区は、平成 30 年に地域営農

構想を策定し、令和６年９月に事業採択された農地

整備事業地区であり、事業目標年度である令和 16 年

度に向けて、担い手１法人に農地を集積・集約化し、

整備農地の一部に、新たに高収益作物を作付けする

計画としています。 

令和６年９月 30 日（月）に、米川地区担い手によ

る第８回発起人会が開催され、関係機関も含めて６

人が出席しました。発起人会は月例で開催されてお

り、前回までに設立予定の担い手法人の運営イメー

ジや設立手順等について広範な検討・意見出しを行

ってきており、今回は、前回までの検討内容を改良区

が文面化した資料について確認を行いました。次回

に向けては、副会長が事業目論見書形式にまとめ、目

指す法人像を明確化して共有することとしました。

さらに、法人の方向性が定まってきたことから、先進

的な法人経営体への視察研修の実施も決まりました。 

高収益作物の試作については、栽培開始から１年

経過したことから、試作を担当した副会長と一部調

査協力した普及センターとで試作結果を報告し、発

起人会で検討することとしました。 

普及センターでは、今後も関係機関と連携し、米川

地区地域営農構想の実現に向けて支援していきます。 
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○「初心者歓迎！みんなの農業機械セミナー」を開
催しました 
令和６年１０月２５日  
石巻農業改良普及センター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年 10 月 18 日に石巻農業改良普及センター

主催で「初心者歓迎！みんなの農業機械セミナー」を

開催しました。 

 本研修会は、宮城県女性農業者活躍支援事業の一

環として、次代を担う女性農業者を対象に、農業全般

に関する知識習得等を目的として毎年さまざまなテ

ーマで開催しています。今年度は、農林水産省「農業

女子プロジェクト」参画企業であり、女性の声を形に

した農機具を販売している株式会社ヰセキ東北から

講師を招き、トラクターや耕運機、斜面草刈機の安全

な使い方やメンテナンス方法等について、実習も交

えて講義いただきました。 

 法人等従業員の方や新規就農者のほか、新規就農

希望者等、14 人の参加があり、大盛況のうちに終了

しました。参加者からは、「農業機械の運転は初めて

だったが、丁寧に教えていただき分かりやすかった」

「楽しく体験ができ、就農への夢が広がった」といっ

た感想をいただきました。 

 石巻農業改良普及センターでは、今後も女性農業

者等を応援する様々なイベントやセミナーを企画し

ていきますので、ぜひご参加ください。 

 

 

 

②新たな担い手の確保・育成 
 

○みやぎ農業未来塾(Ａコース)を開催しました 
令和６年１０月３日  
登米農業改良普及センター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年９月 13 日（金）にみやぎ農業未来塾(Ａコ

ース)を開催しました。本研修は、管内の先進経営体

の経営事例を視察し、個々の知識習得に役立てるこ

とを目的として開催しており、地域の農業後継者で

ある４Ｈクラブ員や宮城県農業大学校の学生など 16

人が参加しました。また、本研修は登米市農業士会の

経営向上研修会も兼ねており、管内の農業士が相互

に経営状況を視察することで会員個々の経営発展を

図るものでもあります。 

 当日は農業士の３人、株式会社エス・ティエフの代

表取締役の佐藤瑛彦氏、TOMOTO ファーム代表社員及

び農業士会会長の大立目忠徳氏、株式会社たいら代

表取締役の千葉翔太氏のほ場を訪問しました。各農

業士からそれぞれの経営の概要や理念の説明を受け、

農業経営に取り組む姿を学びました。参加者は視察

先の経営の特徴や工夫している部分について互いに

意見を交わしていました。また、農大生は質問を通じ

て研修先や自家と視察先との技術的な違いや、他分

野の経営内容について理解を深め、非常に有意義な

研修となりました。 

 普及センターでは、世代を超えた農業者の交流に

ついて引き続き支援していきます。 

 

 

○みやぎ農業未来塾「先進農業経営体相互研修会」
を開催しました 
令和６年１０月１５日  
大河原農業改良普及センター 

 
 令和６年 10 月４日に管内で先進農業体験学習を行

っている農業大学校生を対象に、みやぎ農業未来塾

「先進農業経営体相互研修会」を行いました。 

午前は受け入れ農家を回り、それぞれ学生に自分

の受け入れ先で学んだことについて説明してもらい

ました。開始式のときには少し緊張していた農大生

でしたが、今回の研修では自分が今まで学んできた

ことについて自信をもって説明する様子が見られま

した。 

午後は OEM 受託など地域の６次化について重要な

役割を担う白石市の「みのりファクトリー」を視察し

ました。「みのりファクトリー」では、加工施設の見

学や HACCP の取り組みについて学び、今後の学習に

役立てることができるようメモを取りながら講師の

話に真剣に耳を傾けていました。 

 普及センターでは、今後も農業大学校と連携した

地域の担い手の確保・育成に向けた取組を進めてい

きます。 
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○先進農業体験学習が無事終わりました 
令和６年１０月１６日  
栗原農業改良普及センター 

 

 ９月９日から始まった宮城県農業大学校の 33 日間

の先進農業体験学習が無事終了しました。この体験

学習は、技術の向上のみならず、学生が人や地域との

つながりを作ることを目的とし、先進農業者のもと

で行われています。今年度、栗原管内では２名の学生

が２つの農業法人のもとで研修しました。 

 10 月 11 日に開催した終了式では、「少しでも研修 

先の力になれるように努力した」「機械の点検整備な

ど実践的な内容を学ぶことができた」など一人ずつ

感想を述べました。受入れ側からは「積極的に取り組

んでくれた」「礼儀正しい」と評価する一方で、「目的

を明確にして研修に臨んでほしい」といった意見も

聞かれました。 

 

 

○農業大学校の令和６年度先進農業体験学習の
終了式が行われました 
令和６年１０月１７日   
仙台農業改良普及センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 ９月９日（月）から 10 月 11 日（金）までの 33 日

間に亘る農業大学校の先進農業体験学習が無事に終

了しました。 

 研修最終日は普及センターで終了式が行われ、学

生１人１人から受け入れ農家へお礼の言葉が伝えら

れました。学生からは感謝の言葉だけでなく「他の法

人や商談の場などにも同行させていただき、視野が

広がった」、「勉強になっただけでなく、雨の日の作業

などもとても楽しかった」といった、研修の充実ぶり

が伝わるエピソードもありました。 

 また受け入れ農家の皆様からも、「忙しい時期だっ

たが、よく働いてくれた」、「将来法人を設立したいと

のことだったので、いつか自分を超えてほしい」とい

った、学生に対する温かい労いの言葉や、励ましの言

葉もいただきました。 

 学生の皆さんには、体験学習での経験や縁を大事

にし、将来の目標に向かって勉学に励んでいただき

たいと思います。 

 

 

○宮城県農業大学校の先進農業体験学習が終了
しました 
令和６年１０月２１日  
登米農業改良普及センター 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年９月９日から 10 月 11 日までの 33 日間、

宮城県農業大学校の先進農業体験学習が実施されま

した。これは、同校の１年生が先進的な経営を営む農

業者のもとで技術や経営のノウハウを学ぶとともに

農村生活を体験するもので、当管内では登米市出身

の学生３人が学習に取り組みました。 

 体験学習実施前はどことなく不安げな表情をして

いた学生でしたが、終了式には、地域の方々や同業

者・取引先とのつながりの中で、様々な人との交流も

体験し、充実した表情が伺えました。 

 学習を通して学生からは、「コンバインの操作や、

堆肥づくりも体験できてうれしかった。受入農家に

感謝している。」、「家畜市場や角切作業も体験できた、

特に会社内の農大生の先輩にお世話になり感謝して

いる。」、「農業の現場に出た時に役に立つ事がたくさ

ん体験できた。」、「肥育の技術、給餌、籾殻運搬など、

実家では体験した事がないことをたくさん学ぶ事が

できた。優しく教えていただき安心できた。」などの

感想が述べられました。 

 また、受入農家の方々からは、「暑い中、慣れない

環境での生活や、仕事は大変だったと思う。お疲れ様」

との労いの声や、「将来は様々な選択肢があり、自分

の経験や勉強によって考え方が変化し、形づくられ

ると思うので、これからの生き方を考える基礎とし

てほしい。」といった励ましの声をかけていただきま

した。 

 今後も、この体験学習の経験を活かし将来の目標

に向かって勉学に励んでほしいと願います。 
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○農業大学校の先進農業体験学習終了式が開催
されました 
令和６年１０月２２日  
亘理農業改良普及センター 

 

 令和６年 10 月 11 日、亘理普及センターを会場と

して、農業大学校における先進農業体験学習の終了

式が開催されました。本学習は農業大学校１年生が、

先進的な農業経営を実践している農業者のもとで、

33 日間、農業技術や経営について学ぶものです。当

普及センター管内では、水田経営学部、園芸学部及び

アグリビジネス学部の９人の学生が、土地利用型や

園芸経営をされている９経営体から指導を受けまし

た。 

 開始式では、緊張した面持ちで式に挑んでいた学

生達でしたが、終了式では達成感に満ちた様子が伺

えました。学生からは「インターネットでは学ぶこと

のできない貴重な勉強をさせていただき、ありがと

うございました。」等、受入経営体にお礼の言葉が述

べられました。受入経営体からも「最後までよく頑張

りました。この経験を今後に活かして欲しい。」等の

励ましの言葉がありました。 

 普及センターでは、今後も農業大学校等と連携し

て担い手育成を行っていきます。  
 
 
○宮城県農業大学校生３３日間の先進農家体験
学習無事終える！ 
令和６年１０月２９日  
石巻農業改良普及センター 

 

 令和６年 10 月 11 日、石巻合同庁舎において、令和

６年度宮城県農業大学校先進農家体験学習終了式が

開催されました。 

今年度は３名の農業大学校生が、石巻市及び東松

島市の農業法人で、33 日間の研修を受けました。 

終了式では、学生から研修先への御礼の言葉とし

て、「毎日忙しかった、でも本当に実になった」、「仕

事の内容だけではなく、あいさつすること、声がけの

大切さも改めて学んだ」など、研修で得たことや、「従

業員の方々にもあたたかく迎えてもらい、あっとい

う間の 33 日間だった。本当にありがとうございまし

た」と心からの感謝の言葉がありました。 

受入した法人の代表者からは「常にメモを取ったり、

質問したり等、積極的な姿勢が見られ、こちらも学ば

せてもらった」、「これを縁に、今後も気軽に来て、学

びを広げていって欲しい」との声が聞かれました。 

当普及センターでは、今後も次世代を担う人材育

成を支援して参ります。 

 

 

○みやぎ農業未来塾「石巻地域の農業紹介講座
Part2」を開催しました 
令和６年１０月３０日  
石巻農業改良普及センター 

 
 令和６年 10 月７日、令和６年度みやぎ農業未来塾

「在学者コース～石巻地域の農業紹介講座」の第２

回目を開催しました。 

本講座は、高校生を対象に地域農業の優良事例を

紹介し、進路選択の参考と学習意欲の向上を図る目

的で開催したものです。 

今回は、石巻北高校食農系列２年生７人を対象に、

施設園芸型農業法人の有限会社サントマト石巻を訪

問し、同社代表取締役から大型園芸施設での栽培や

自社ブランドの高糖度トマトの販売戦略等について

説明を受け、葉かきなどの作業の様子を見学しまし

た。 

生徒らは１ha のハウスの広さに驚き、さらに、生

産されたトマトの８割が地元の石巻青果に出荷され

るほか、仙台、秋田、盛岡など東北各県に出荷されて

いることを聞いて、メモをとる姿が見られました。 

当普及センターでは、本県農業を担う若手農業者

の確保に向けて、引き続きこのような機会を企画し

てまいります。 

 

 

○令和 6 年度石巻農業士会・石巻地区 4H クラブ
交流会  
令和６年１０月３０日  
石巻農業改良普及センター 



 

5 

 

 

令和６年 10 月８日、令和６年度石巻農業士会、石

巻地区４Ｈクラブ連絡協議会の交流会が開催されま

した。 

この交流会はコロナ禍でしばらく開催されていま

せんでしたが、昨年度から再開しています。 

農業士 14 人、４Ｈクラブ員６人のほか、石巻管内

で今年度の先進農業体験学習を行っている農大生３

人も参加し、和気あいあいとした和やかな親交の場

となりました。 

交流会では、農業士と４Ｈクラブ員の情報・意見交

換が活発に行われ、ゲストとして参加した農大生に

とっては大先輩である農業士の方々や年齢の近い４

Ｈクラブ員との交流は今後の進路の選択やご縁をい

ただいた有意義な時間になったと思われます。 

このような交流を機に更なる活動の活性化と発展

につながるよう、今後も農業士と青年農業者の活動

を支援していきます。 

 

 

 

③先端技術等の推進・普及による経営効率化・省
力化 
 

○スマート農機とほ場管理システムの活用により
水田農業を「見える化」！ 
令和６年１０月２２日  
美里農業改良普及センター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 清々しい秋晴れの空の下で、有機栽培米の刈取が

行われました。こちらのほ場では、県庁農業振興課と

連携して、ほ場管理システム「ザルビオ フィールド

マネージャー」を活用した可変施肥を実施したほか、

移植後には、遠隔で推移の確認や水の出し入れが可

能な「ファーモ 水位センサーと給水バルブ」、水田

の除草作業の負担を軽減する「アイガモロボ」を投入

するなどのスマート農機を活用して栽培に取り組ん 

できました。 

 刈取作業はヤンマーアグリジャパンの協力により、

作業と連動してほ場ごとの収穫量やほ場内の収量の 

ばらつきが「見える化」する、収量マッピングのため

のデータ取得を同時に行えるコンバインによって進

められました。さらに、このコンバインは外周部分を

刈り取ることで、その後は自動走行が可能となり、運

転者の負担軽減を図ることができます。 

 普及センターでは、様々なスマート農機の実証に

参画し、生産者の負担軽減につながる様々な技術の

実証や普及に努めていきます。 

 

 

○令和 6 年度宮城県田んぼダム・アグリテックシン
ポジウムを開催しました 
令和６年１０月３１日  
農業振興課 

 

 

 令和６年 10 月 25 日（金）、加美町のバッハホール

にて、宮城県田んぼダム・アグリテックシンポジウム

を開催し、農業者や農機メーカー、土地改良事業関係

者、その他関係機関など 241 人にお越しいただきま

した。 

 今回のアグリテックシンポジウムは、宮城県田ん

ぼダム実証コンソーシアムが開催する田んぼダムシ

ンポジウムと共催で行い、これまでのセミナーより

も幅広い方々に参加いただきました。 

 後半のアグリテックの部では、東北農政局からス

マ農新法に関する情報提供や、株式会社クボタの瀬

尾様から最新のスマート農業技術とほ場整備の重要

性について講演いただきました。また、事例として大

崎市で行っているアイガモロボを活用した省力的な

除草体系を紹介いただいた他、農業革新支援センタ
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ーからは、普及センターと連携して行っている RTK シ

ステムを活用した省力化の現地実証の成果を紹介し

ました。 

 その他、講演会場には、農業機械メーカーがスマー

ト農業機器を展示し、参加者が気になる技術につい

て気軽に質問するなど、スマート農業技術の導入に

向けて情報収集する姿がみられました。 

 県では、スマート農業の普及拡大に向けて、アドバ

イザー派遣による専門的指導や、農業者や企業との

ネットワークによる相互の情報発信など、農業者を

支援しています。ご興味のある方は、各地域の農業改

良普及センターや県農業革新支援センターにお気軽

にご相談ください。 

 

 

 

④園芸産地の育成・強化支援  
 

○ＪＡ新みやぎあさひなねぎ部会で視察研修会が
開催されました 
令和６年１０月１日  
仙台農業改良普及センター 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年８月 23 日、ＪＡ新みやぎあさひなねぎ部

会の視察研修会が開催され、部会員 20 人が参加しま

した。 

 研修は、ＪＡ加美よつばねぎ部会の会員のほ場を

視察し、園主とＪＡの担当者から産地の概要や「なか

にいだねぎ」のブランド化と出荷時期拡大を狙った

「囲いねぎ」の生産の取組などについて説明を受け

ました。 

 コロナ禍だったため、数年ぶりの現地視察研修会

だったこともあり、参加者は久しぶりの他産地の生

産者とほ場管理や栽培技術、部会の活動などについ

て積極的に情報交換を行い、有意義な研修となりま

した。 

 普及センターでは、ＪＡ新みやぎあさひなと連携

しながら、ねぎの生産振興を支援してまいります。 

 

 

○北限のオリーブ初搾り！ 
令和６年１０月３日  
石巻農業改良普及センター 
 

 

 東日本大震災の津波で被災した石巻市沿岸部で、

特産化を目指して栽培している「北限のオリーブ」の

収穫と搾油が、９月 30 日から始まりました。 

 当日は、早朝から手摘みで収穫したオリーブの実

を搾油場に搬入し、品質の良い果実のみを搾油する

ために手選別、その後冷暗室で洗浄、粉砕、遠心分離

機にかけて搾油、高品質な製品にするために収穫か

ら搾油までを６時間以内で行っています。 

 今年初めて搾油されたオリーブオイルは濃いエメ

ラルドグリーンを呈し、風味は青りんごのような爽

やかな香りとスパイシーさが感じられるフレッシュ

な出来上がりとなりました。 

 販売は 10 月中旬以降、石巻市内の道の駅等の直売

所で予定しております。最高級品のエキストラバー

ジンオイルをぜひお買い求め下さい。 

 

 

○南三陸大粒ぶどう協議会による「しおかぜ葡萄」
の販売会が開催されました 
令和６年１０月４日  
気仙沼農業改良普及センター 

 

令和６年９月７日、南三陸町の「さんさん商店街」

を会場に南三陸大粒ぶどう協議会による「しおかぜ

葡萄」の販売会が開催されました。「しおかぜ葡萄」

は、南三陸大粒ぶどう協議会で定めている栽培要領

や出荷基準に基づいて生産・販売されるぶどうのこ

とで、今回が初の販売会開催となりました。当日は来

場者が販売開始時間前から列を作り、協議会員が生

産した約 500 品のシャインマスカット、ピオーネ、安

芸クイーンなどの大粒系ぶどうを買い求めていまし

た。用意されたぶどうは全て完売し、大盛況の販売会

となりました。 

「しおかぜ葡萄」は、町内外の農産物直売所などで

も販売されています。まだ生産量が少なく流通量は

限られますが、見かけた際には是非御賞味ください。 
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○ゆきな栽培講習会が開催されました 
令和６年１０月１０日  
亘理農業改良普及センター 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＪＡみやぎ亘理では、秋冬期のゆきなの栽培を勧

めています。特に寒くなってから甘味の増すちぢみ

ゆきなは直売所、市場向けともに人気があり、安定し

た需要があります。令和６年８月 26 日（月）にＪＡ

みやぎ亘理南部営農センターで「ゆきな栽培講習会」

が開催されました。 

 当普及センターからは、施肥や病害虫防除等につ

いて情報提供を行いました。参加者からは、「効果的

な除草剤の使い方」や「排水対策」等について質問が

あり、当普及センターからの助言に加えて、参加者同

士で効果的と思われる手法等について意見交換が行

われました。 

 当普及センターでは、秋冬期に人気のゆきなの安

定生産を引き続き支援していきます。 

 
 
○秋まき直播たまねぎの栽培実証が行われました 
令和６年１０月１７日  
登米農業改良普及センター 
 
 

 

 

 

 

 

 

 現在たまねぎ栽培は、ほとんどが移植栽培で行わ

れており、育苗期間が２か月程度、育苗本数が 2.5 万

～3.5 万本/10a と多いため、多くの育苗時間と資材

費がかかることが課題となっています。 

 この課題を解決するため、（株）久保園芸では、昨

年度から試験的にたまねぎの直播栽培に取り組んで

います。降雨の影響もあり、播種日はやや遅れたもの

の、９月 30 日に畝立て、直下施肥、溝底播種を同時

にできる作業機を用いて播種作業が行われました。

作業は一畝当たり（長さ約 80m）10 分前後で進み、ス

ムーズに作業ができていました。今回播種した玉ね

ぎは、来年の６月ころに収穫される予定です。 

 普及センターでは、今後も関係機関と連携し、たま

ねぎの直播栽培技術の確立に向けて支援を行ってま

いります。 

 

 

○ＪＡ名取岩沼ハウス胡瓜部会  促成胡瓜栽培講
習会が開催されました 
令和６年１０月２２日  
亘理農業改良普及センター 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 名取岩沼地域は、きゅうりの周年産地となってお

り、このたび冬春期のきゅうり栽培に向けて、令和６

年 10 月８日（火）に「ＪＡ名取岩沼ハウス胡瓜部会 

促成胡瓜栽培講習会」が開催されました。 

 当普及センターからは、昨年から被害が拡大し、現

在栽培されている抑制栽培でも問題となっているタ

バココナジラミの防除について情報提供を行いまし

た。 

 タバココナジラミは多発すると防除が困難になる

ことから、これまでに使用してきた薬剤のローテー

ション散布を発生初期から徹底することや管内で防

除効果が高いと生産者から報告があった、気門封鎖

剤や還元水あめ等、これまでにあまり使用されてこ

なかった農薬の使い方のコツ等についてお話しまし

た。 

 参加者からは、「多発すると本当にやっかいで防除

が出来なかった」「防除に苦慮していたので、参考に

なる」等のお話がありました。 

 当普及センターでは、きゅうりの安定生産に向け、

また菅内での難防除害虫の防除について引き続き支

援していきます。 

 

 

○令和６年産  枝もの用クロマツの収穫が始まり
ました 
令和６年１０月２４日  
気仙沼農業改良普及センター 
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 南三陸町の農業法人「株式会社南三陸Ｐｉｎｅ 

Ｐｒｏ（パインプロ）」で 10 月 21 日から令和４年に

定植した枝もの用クロマツの収穫が始まりました。 

 当日は秋晴れの晴天で、心地よい汗をかきながら

の収穫作業でした。 

 枝もの用クロマツは、年末年始の門松、玄関用飾り、

生け花などに利用される花材で、１メートル程度の

若松、30 センチ程度の小松に分けて出荷するため、

ほ場で収穫したクロマツは出荷調製作業場に運びこ

まれ、余計な枝・葉を取り除く調整作業のほか茎の太

さや枝の長さで選別する作業が行われます。 

 １年ぶりに調整・選別作業をするパートの方々は、

近くの人と相談し、思い出しながら作業を始めまし

たが、30 分もすると、手慣れた様子で黙々と作業を

行い、調整・選別されたクロマツが次々と山となって

いきました。今年は約 80 アールのほ場を収穫する計

画で、11 月末まで作業が行われます。 

 事故無く、怪我無く収穫作業が行われるように、普

及センターでは適宜巡回しながら支援していきます。 

 

 

○気仙沼合庁地場産品直売会に（株）サンフレッシ
ュ小泉農園、南三陸大粒ぶどう協議会が出店し
ました 
令和６年１０月２５日  
気仙沼農業改良普及センター 

 

令和６年 10 月４日、気仙沼合同庁舎で地場産品直

売会が開催され、気仙沼管内の食品事業者や生産者

が出店し、地場産品が販売されました。出店者のうち、

株式会社サンフレッシュ小泉農園はトマトや「港町

玄米」（玄米食専用品種「金のいぶき」）、南三陸大粒

ぶどう協議会は協議会員が生産したシャインマスカ

ット等の大粒系ぶどう「しおかぜ葡萄」が販売されま

した。特に、今年からブランド化された「港町玄米」

と「しおかぜ葡萄」に関心を持つ方が多く、味の特徴

などについて質問をしながら購入する様子が見られ、

地元農産物をＰＲする良い機会となりました。 

 

 

○ＪＡみやぎ登米米山イチゴ部会現地検討会・農薬
講習会が開催されました！ 
令和６年１０月３０日  
登米農業改良普及センター 

 
令和６年 10 月 23 日に、ＪＡみやぎ登米米山イチ

ゴ部会現地検討会・農薬講習会が開催され、部会員４

経営体６人が参加しました。 

宮城県農業・園芸総合研究所の職員及びＪＡみや

ぎ登米の担当者とともに、ほ場を巡回し、生育状況の

確認及び今後の管理について指導を行いました。        

これまでの生育は順調で、高温の影響が懸念され

た花芽の出も揃っていました。また、これまでの適切

な防除により病害虫の被害はごくわずかにとどまっ

ています。 

普及センターでは、今後もイチゴの安定生産を図

るため、ほ場の巡回指導を通して適切な栽培管理支

援を行ってまいります。 

 

 

 

⑤収益性の高い水田農業・畜産経営の展開支援 
 

○「港町玄米」の収穫が始まりました 
令和６年１０月２日  
気仙沼農業改良普及センター 

 

 気仙沼農業改良普及センター管内では、令和５年

度に玄米食専用品種「金のいぶき」の生産者６人と関

係機関等で構成する「気仙沼金のいぶき協議会」が設

立されています。生産者は、貝殻を使った土づくりや

プラスチックコーティング肥料の不使用などの基準

に基づいて栽培しており、関係者が一体となってブ

ランド化に取り組んでいます。 

 令和６年産「金のいぶき」の生育は順調であり、令

和６年 10 月２日、生産者の先陣を切って株式会社サ

ンフレッシュ小泉農園で刈取作業が行われ、晴れ渡

る晴天のもと、２台のコンバインが忙しく動いてい

ました。 

 収穫された気仙沼産「金のいぶき」は、今後、「港

町玄米」というブランドで道の駅や直売所で販売さ

れる予定となっています。 

 普及センターでは、今後も「金のいぶき」のブラン

ド化を支援していきます。 

 



 

9 

 

 

○南三陸米図画コンクール表彰式と新米試食会が
開催されました 
令和６年１０月２１日  
気仙沼農業改良普及センター 

 

「南三陸米」は、気仙沼市、南三陸町、登米市津山

町で生産された「ひとめぼれ」で、農産物検査で１等

に格付けされた品質の良いお米です。この「南三陸米」

を題材にした図画コンクールの表彰式と新米試食会

が、令和６年 10 月 12 日、南三陸米地産地消推進協議

会の主催で開催され、入賞者児童 15 人と保護者、関

係者を含め約 60 人が出席しました。 

表彰式では、入賞者一人一人にＪＡ新みやぎ代表

理事組合長から賞状と副賞が授与され、入賞者から

は誇らしげな表情が伺えました。また、新米試食会で

は、炊きたての「南三陸米」が地元の食材とともに提

供され、入賞者から「甘くてモチモチしている」、「お

かわりしたい」、「つやつやしている」といった感想

が聞かれ、「南三陸米」の美味しさを味わっていまし

た。 

普及センターでは、今後も「南三陸米」の生産振興

とブランド化を支援していきます。 

 

 
○WCS 用稲「リーフスター」を収穫しました 
令和６年１０月２３日  
大河原農業改良普及センター 

 

 
 令和６年 10 月 13 日に WCS 用稲の展示ほとして蔵

王町で栽培した極晩生品種「リーフスター」の収穫を

行いました。 

 収穫は、デントコーン専用機械を転用し、直径

100cm のロールを成型。その後、別の機械でラッピン

グを行いました。 

 9.1 ロール/10a の収穫を得ることができました。

また、坪刈り調査では、総生草重換算で約 3,600kg 

／10ａでした。 

 飼料高騰に対して、自給飼料の増産は喫緊の課題

であり、今後も WCS の増産が畜産農家から期待され

ています。 

 普及センターでは、関係機関と連携し、更なる単収

の増加や自給飼料の生産振興が図られるよう支援し

てまいります。 

 

 

○水稲品種「にじのきらめき」現地検討会が開催
されました 
令和６年１０月３０日  
栗原農業改良普及センター 

 

 令和６年 10 月 22 日（火）に、高温登熟耐性と耐 

倒伏性、多収性に優れた水稲品種「にじのきらめき」 

の現地検討会が「ＪＡ新みやぎ栗っこ多収穫米生産

部会」の主催で開催され、栽培者や栽培希望者、ＪＡ

職員等関係者 25 人が参加しました。 

 はじめに室内での検討が行われ、ＪＡ職員による 

「にじのきらめき」の品種の特徴の紹介、実際に栽培 

した生産者からの栽培体験の紹介、卸業者からは、実 

需での「にじのきらめき」の利用状況や需要の見通し 

について説明がありました。 

 当普及センターでは、「にじのきらめき」作付ほ場 

を「高温登熟対策技術展示ほ場」として設置している 

ことから、生育調査の結果について、「ひとめぼれ」 

に比べて、出穂期が２週間程度、成熟期が 1 か月間程 

度遅くなり、高温となる期間を避けられていること 

について、説明を行いました。 

 次に、現地ほ場で、刈取直前の「にじのきらめき」 

の成熟状況の確認を行いました。 

 参加者は、「にじのきらめき」と「ひとめぼれ」を 

比べて 1 か月間ほど成熟期が遅くなる特徴について 

興味を示し、稲を真剣に見つめていました。 

 普及センターでは，収穫後に、高温登熟耐性を確認 

するとともに「にじのきらめき」の収量・品質の向上 

に向けて支援してまいります。 
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２． 持続可能な農業・農村の構築  
 

①地域資源の活用等による地域農業の維持・発展 
 
〇今年初！色麻町特産えごまの収穫が行われまし
た 
令和６年１０月１日  
大崎農業改良普及センター 

 

 令和６年９月 24 日に今年初めて色麻町特産のえご

まの収穫作業が行われました。 

色麻町では、従来品種の収穫適期が短く生産拡大

の課題となっていたため、今年度から町えごま栽培

推進協議会と普及センターで収穫時期の異なる５品

種の導入試験を行っています。 

 この日収穫したのは 1 品種 10a で、草丈が 110～

120cm と従来品種よりかなり低く、コンバインでの収

穫作業が順調に行われ、収量は約 53kg となりました。

今後、順次他の品種の収穫を行い、栽培特性や収益性

などを調査し、導入の検討をしていく予定です。 

 普及センターでは、引き続き町の特産物えごまの

生産振興を支援していきます。 

 

 

〇酒米サポーターズクラブの稲刈りが行われまし
た 
令和６年１０月２日  
気仙沼農業改良普及センター 

 

 気仙沼市廿一地区では、清流「蔵の華」廿一会（会

長：熊谷公兵氏、会員 12 人）が、酒米「蔵の華」を

約７ha 栽培し、気仙沼市内の蔵元２社（株式会社男

山本店、株式会社角星）に供給しています。 

 ９月 28 日に、同地区のほ場を会場として、酒米サ

ポーターズクラブ（事務局：気仙沼市産業部農林課）

主催の稲刈りが行われました。廿一会の会員や蔵元

などに加え、一般の参加も得られ、約 40 人で、稲刈

り鎌による刈り取り、稲わらの結束、はせがけを実践

しました。 

 当日は、好天に恵まれましたが、数日前に降った雨

の影響でぬかるんだところもあり、参加者は足元を

取られながらも、中山間地域に広がる棚田や山並み

などの風光明媚な景色も楽しみながら、順調に刈り

取りを進めました。 

 両蔵元の共通ブランド銘柄である「福宿（ふくやど

り）」は、全量が気仙沼市産の「蔵の華」によるもの

で、酒販店とも連携して市内限定で販売されるなど、

関係機関が一体となった地産地消の取組となってい

ます。 

 気仙沼市産酒米による新酒は、令和７年２月頃に 

完成予定ですので、是非御期待ください。 

 

 

〇「なとり・ぐるっと親子講座  稲刈体験」が開催
されました 
令和６年１０月１０日  
亘理農業改良普及センター 

 

 令和６年 10 月５日に名取市地域農産物等消費拡大

推進協議会（事務局：名取市農林水産課）が主催する

「なとり・ぐるっと親子講座 稲刈体験」が開催され、

12 家族 32 人の親子が参加しました。亘理農業改良普

及センターも運営支援で参加しました。 

 春に親子で田植した稲が黄金色に実り、子供たち

は 1 株 1 株丁寧に手刈りしました。刈り取った稲は、

保護者が稲わらで束ねました。 

 また、コンバインによる稲刈り実演見学では、あっ

という間に稲刈りが終了する様子を見た子供たちか

ら「手刈りよりずっと早いね。かっこいいね。」など

の感想が聞かれました。 

 当日は曇り空でやや肌寒いかと心配されましたが、

穏やかな稲刈り日和となり、作業が始まると汗ばむ

ほどでした。 

 当普及センターでは、名取市地域農産物等消費拡

大推進協議会の活動とともに、管内農産物の魅力発

信を支援してまいります。 
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〇「地域計画策定に係る情報交換会」を開催しま
した 
令和６年１０月１５日  
亘理農業改良普及センター 

 
 地域計画の策定期限があと半年と迫る中、10 月９

日、亘理農業改良普及センター管内の２市２町を対

象に「地域計画策定に係る情報交換会」を開催しまし

た。 

始めに農業振興課から、県内市町村の進捗状況、国

の予算概算要求、地域計画と各種補助事業等の連携

状況等について情報提供、その後、各市町の取組状況

について情報交換を行いました。 

各市町では、概ね協議の場を実施して地域計画の

策定に取り組んでいるところであり、今後、地域計画

の案の説明会、関係者への意見聴取をどのように行

うかなどについて意見交換が行われました。 

普及センターでは、各市町において地域の実情に

即した地域計画が策定されるように支援してまいり

ます。 

 

 

〇栗原市金成有壁地区で稲刈り体験が開催され
ました 
令和６年１０月１５日  
栗原農業改良普及センター 

 

 

 

 令和６年 10 月５日（土）に栗原市金成有壁地区で

萩野酒造(株)主催の稲刈り体験が開催され、25 人が

参加しました。 

 稲刈り体験では、地元の生産者である天水の郷「有

壁創生会」の会員が、稲の刈り方や藁を使った結び方

の実演を行った後、参加者が稲の手刈り体験を行い

ました。また、刈った稲束は藁で結び、ねじりほんに

ょ作りを行いました。ねじりほんにょとは、刈った稲

束を天日乾燥させるため、稲束を杭にらせん状に積

み上げたもので、栗原市のマスコットキャラクター

にもなっています。 

 稲刈り体験終了後は、地元の方が用意してくださ

った料理に舌鼓を打ちながら、萩野酒造 (株)を代表

する銘柄である「萩の鶴」や「日輪田」などの日本酒

10 種類のきき酒を行いました。 

 普及センターでは、今後も有壁地区の地域活性化

に向けた支援を行っていきます。 

 

 

〇色麻町えごま品種比較試験の現地検討を行い
ました 
令和６年１０月２３日  
大崎農業改良普及センター 

 

 色麻町内で栽培しているえごまの従来品種は収穫

適期が短く、生産拡大の課題となっていたため、今年

度から町えごま栽培推進協議会と普及センターでは

収穫時期の異なる５品種の導入試験を実施しており、

令和６年 10 月 17 日に現地検討を行いました。 

 色麻町のえごまの収穫は、例年 10 月中下旬に行わ

れていますが、今回試験した５つの品種のうち、1 番

早い品種で９月下旬に収穫が始まり、現時点で残る

３品種の収穫が 11 月上旬まで順次続く見込みです。 

 試験ほ場の農業者からは、「従来品種の刈り取り後

に続けて収穫できる品種があればよい。草丈が短い

方がコンバインの作業性がよい。今回供試している

中で有望な品種があれば来年から本格導入したい。」

など意欲的な発言がありました。今後、栽培特性や収

益性などをまとめ、導入の検討をしていく予定です。 

 普及センターでは、引き続き町の特産物えごまの

生産振興を支援していきます。 
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〇加美町の若手農業者による地域活性化イベント
「カミヤングイチ」が開催されました 
令和６年１０月２３日  
大崎農業改良普及センター 

 

 加美町の薬莱山にある「やくらい土産センター・山

の幸センター」は農事組合法人やくらい土産センタ

ーさんちゃん会が運営する農産物直売所で、平成６

年のスタート以来、中山間地である当地域の活性化

に寄与しています。 

 また、当直売所は加美町で地域おこし協力隊終了

後に町内に定住、就農している若手農業者の活動拠

点ともなっており、普及センターでは直売所の経営

改善とともに若手農業者による地域活性化活動の支

援を行っています。 

 令和６年 10 月 20 日には、若手農業者と直売所が

共同で地域活性化を目的としたイベント「カミヤン

グイチ」が開催されました。 

 当日は若手農業者が生産した農産物、加工品など

の販売や豚汁、杵つき餅のおふるまいが行われ、多く

の来場者が訪れ、大盛況な１日となりました。 

 普及センターでは、今後も若手農業者の活動支援

を通じて、加美町の活性化に向けた支援を行ってい

きます。 

 

 
〇地域計画策定に係る関係機関の検討会が開催
されました 
令和６年１０月２５日  
気仙沼農業改良普及センター 

 

 農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律

が施行され、市町村は令和７年３月までに将来の地

域農業の姿を描いた「地域計画」を策定することにな

りました。当管内の気仙沼市では、市内７地区で計画

を策定するために、昨年度から各地区ごとに説明会

や協議の場が設けられ議論を重ねてきました。 

 今年度は、７月から９月にかけて、全地区で、昨年

度に出た意見をまとめた地域計画の素案等を説明し、

計画内容や担い手等の協議を行いました。 

 今回、関係機関による検討会が開催され、全地区で

の協議の振り返りや今後の進め方について協議を行

い、年度内策定までの工程を確認しました。 

 また、農地転用の手続きにおいて、地域計画の変更

協議が必要になる場合があることについての周知方

法も協議しました。今後は、市の広報や行政書士への

通知など時期や方法について検討を進めることとし

ました。 

 県では、地域計画策定が円滑に進むよう、市町に継

続した支援を実施していきます。 

②環境に配慮した持続可能な農業生産 
 
〇秋晴れの下、「グリーンな栽培体系」について紹
介しました 
令和６年１０月２９日  
登米農業改良普及センター 

 

 普及センターでは、プロジェクト課題として、「慣

行よりも減肥を行ったペースト二段施肥」と、「非プ

ラスチックコーティングの緩効性肥料栽培」及び「堆

肥入り肥料＋流し込み施肥」を設置し、従来の環境保

全米から一歩進んだ「グリーンな栽培体系」と、生産

者の選択肢拡大に向けた検討・検証を行っています。 

去る 10 月 20 日、ＪＡみやぎ登米本店を会場に開

催された「ＪＡみやぎ登米アグリフェスタ」で、「グ

リーンな栽培体系」を紹介しました。 

会場ではパネル展示とチラシの配布を行いました

が、パネルを見た来場者からは、減肥の量や非プラス

チックコーティング肥料の仕組みなどの質問があり、

関心をもってもらえたのではないかと感じました。 

 今後も様々な機会を通じて「グリーンな栽培体系」

の周知を図ってまいります。 

 
 

 



                                                        

                                             
      

普及指導員が県内９か所の普及センターで、農業者を支援しています。 

 

 
＜大河原＞ 
〒989-1243 
大河原町字南 129-１ 
TEL：0224-53-3519 
 
＜亘 理＞ 
〒989-2301 
亘理町逢隈中泉字本木９ 
TEL：0223-34-1141 
 
＜仙 台＞ 
〒981-0914 
仙台市青葉区堤通雨宮町４-17 
TEL：022-275-8320 
 
＜大 崎＞ 
〒989-6117 
大崎市古川旭四丁目１-１ 
TEL：0229-91-0727 
 
＜美 里＞ 
〒987-0005 
美里町北浦字笹舘５ 
TEL：0229-32-3115 
 
＜栗 原＞ 
〒987-2251 
栗原市築館藤木５-１ 
TEL：0228-22-9404 
 
＜登 米＞ 
〒987-0511 
登米市迫町佐沼字西佐沼 150-５ 
TEL：0220-22-8603 
 
＜石 巻＞  
〒986-0850 
石巻市あゆみ野５-７ 
TEL：0225-95-7612 
 
＜気仙沼＞  
〒988-0181 
気仙沼市赤岩杉ノ沢 47-６ 
TEL：0226-25-8068 
 
 

＊各農業改良普及センターには、「地域の食と農の相談窓口」を設置しております。食や農に関して知りたいことが 

ありましたら、上記連絡先にお問い合わせください。 
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